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平成27年度
一般会計当初予算１４８億８千万円

２０の特別会計
６９億１，０１０万円
（前年比プラス２．４％）

　進級、進学、就職など、新しい年度がまもなくスタートします。
　揖斐川町の１年のお金の使い方も決まり、新事業やサービス
もスタートします。
　今年、町はどのような仕事を行い、私たちの生活はどのよ
うになるのでしょうか。
　平成２７年度の揖斐川町の重点施策を分野ごとに紹介します。

●豊かな心を生み出す教育文化の薫るまちづくり
●福祉・医療・環境が充実した安心で暮らせるまちづくり

新たな  いびがわの未来づくり創生予算

　平成１７年１月３１日の合併以来これまでの１０年間、地域の歴史、伝統文化を尊重し、地域の特性を生かしながら、
旧６町村の融和と一体化を図るべく、まちづくりを進めてきました。１月３１日には合併１０年の節目を迎えること
ができ、キャッチフレーズにあるとおり、「まちと、むらと、そして人の輪が繋がり、一つになった」と実感できます。
　平成２７年度は、次の１０年に向けての、新たなスタートの年です。これまで進めてきた「いびがわの背骨づくり」
を基本としながら、「新たないびがわの未来づくり創生」に取り組みます。

Ⅰ．町ぐるみで若い世代の結婚・出産・子育てを応援する温かいまちづくり

（1）町ぐるみで若い世代の結婚・出産・子育てを応援　 
①結婚応援

継続　婚活・恋活の支援　【86 万円】
　　　◦婚活支援として、結婚・恋愛を応援する相談員「婚活・恋活コンシェルジュ」を 2 名配置
　　　◦商工会青年部と連携した婚活・恋活イベント支援、いびがわマラソンと婚活を組み合わせた「ラン婚」の実施
継続　新婚世帯定住奨励金（結婚祝い金）の支給　【150 万円】
　　　◦結婚後、町内で引き続き３年以上定住すると見込まれる新婚世帯を対象に、５万円分の地域振興券を支給
②出産応援

拡充　不妊治療助成　【210 万円】 
　　　◦特定不妊治療（体外受精・顕微授精 上限 10 万円）、◎一般不妊治療（人工授精　上限 5 万円）を助成
継続　すこやかベビー祝い金を支給　【600 万円】 
　　　◦ 出産日以前に６ヶ月以上住所登録があり、出産後引き続き１年以上居住すると見込まれる方を対象に、出産

祝金（出産子１人あたり） ５万円分の地域振興券を支給

平成２７年度　揖斐川町重点施策

今月の
特集

ずっと住みたい「いびがわ」の背骨づくり２０１５
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③子育て応援
新規　第３子以降保育料支援　【1,946 万円】 
　　　◦ 第３子以降の保育料を無料化 （対象基準：3 歳から 18 歳までの子ども

が３人以上いる世帯）
新規　第３子以降学校給食費支援　【585 万円】 
　　　◦ 第３子以降の給食費を公費負担 （対象基準：小中学校に在籍する児童生

徒が３人以上いる世帯）
新規　新入学児童生徒応援支援　【1,170 万円】
　　　◦小学校、中学校へ入学される児童生徒に対し、３万円分の新入学応援地域振興券を支給
継続　病児・病後児保育室「いびっこ」の運営　【792 万円】
　　　◦病気中または病気の回復期にある町内在住の幼児・児童（生後 8 ヶ月～小学 3 年生）の受入れ
継続　児童発達支援事業所「いびがわアップル」の運営　【557 万円】 
　　　◦ ことばや心身の発達に遅れがみられる町内在住の就学前児童への支援や子育て相談を実施
継続　１８歳到達年度までの医療費無料化　【6,714 万円】
　　　◦ 18 歳到達年度末までの医療費無料化
継続　児童公園の整備を検討　【815 万円】
　　　◦ 子ども達が楽しく安心して遊べるよう、様々な遊具を備えた児童公園の

整備を検討
新規　（仮称）やまと・きたがた統合幼児園舎新築事業　【1,414 万円】

（２）人口流出防止と移住・定住の促進　 
拡充　人口流出防止と移住・定住促進のためのきめ細かな支援　【2,203 万円】
　　　◦【新築住宅への支援】　新築住宅建設等奨励金 ( 基本額１０万円）、新築住宅に対する固定資産税の減免 
　　　◦【住宅改修への支援】　 住宅改修等奨励金（基本上限額５万円）、住宅耐震診断無料実施、田舎暮らし住宅活

用奨励金（改修：基本上限額１０万円）
　　　◦【賃貸住宅への支援】　 賃貸住宅家賃助成奨励金（基本上限額：月額１万円、１年間） 
　　　◦【事 業 者 への支援】　 民間賃貸集合住宅建設奨励金（基本額：１戸あたり１０万円）、分譲戸建住宅建設奨

励金（基本額：１棟あたり３０万円）、分譲宅地
開発支援奨励金（基本額：１区画あたり１０万円）

　　　◦【移住定住田舎暮らし体験】　 久瀬、藤橋、坂内の農山村地域において
田舎暮らし体験事業を実施

　　　◦【三世代同居世帯への支援】　 新築住宅建設等奨励金（加算額１０万円）、
住宅改修等奨励金（加算額 ５万円）

Ⅱ．あらゆる災害に備えた安全安心なまちづくり

（１）あらゆる災害への備えを強化（自助・共助・公助の一体化）
新規　緊急防災メールを導入　【117 万円】
　　　◦災害時の避難情報や気象情報、土砂災害情報など重要な情報を正確にかつ素早く提供できるシステムを構築
継続　万一の事態に備えた「災害から命を守る防災訓練」の実施　【169 万円】
　　　◦ 土砂災害防災訓練、地震を想定した総合防災訓練、県と連携した原子力

防災訓練を実施
継続　消防力の充実強化　【8,422 万円】
　　　◦ 小型動力ポンプ更新、防火水槽の整備、消防車庫新築など地域の消防力

を強化
継続　地域の避難所の強化　【2,292 万円】
　　　◦公民館、集会施設の耐震改修など



2015. 4  Public Information IBIGAWA 4

（２）安全・安心で住みよい地域づくり　
継続　 災害時の避難・緊急輸送ルートともなる幹線道路・生活道路の整備　【4 億 6328 万円】
　　　◦ 国道４１７号「冠山峠道路」「横山鶴見バイパス」国道 303 号「鉄嶺トンネル」、都市計画道路「大野揖斐川線」

等　国、県による幹線道路の整備を促進
　　　◦毎日の暮らしに密着した生活道路の整備、幹線道路の舗装補修
継続　暮らしやすい中心市街地形成への誘導　【567 万円】
　　　◦まちの中心部において、良好な街並みの保全と中心市街地のまちづくりの検討 
継続　小型除雪機購入への助成　【300 万円】
　　　◦町内の自治会又は個人が小型除雪機を購入する場合、経費の１／２を助成（上限額２０万円）
拡充　防犯灯のＬＥＤ化の推進　【523 万円】
　　　◦町管理の防犯灯ＬＥＤ化に続いて、地区管理防犯灯のＬＥＤ化を助成

Ⅲ．地域産業の活力を生み出し人々が集う賑わいのあるまちづくり

（１）安定した雇用の創出
継続　若者に安定した雇用を生み出し、新しい人の流れをつくる企業誘致活動の実施　【49 万円】
　　　◦東海環状自動車西回りルート開通を見据えた、首都圏・関西圏におけるトップセールスの実施
　　　◦町民の雇用の促進を支援　（進出企業に対する雇用奨励金を支給）
継続　町内での事業所開設を支援　【180 万円】
　　　◦町内に新築する小規模事業所に対する開設を支援（基本額 10 万円、用途地域加算 30 万円）

（２）地域産業の活性化　 
新規　地域産業の活力を創りだす　【2,556 万円】
　　　◦新たに地域振興券を導入し、町内の商工業の活力を生み出す
　　　（結婚祝い金・すこやかベビー祝い金・長寿者褒賞金・敬老会記念品、新入学祝い金を地域振興券で支給）
拡充　「美濃いび茶」の品質向上を支援　【359 万円】
　　　◦ 平成 27 年秋に当町で開催される関西茶業振興大会岐阜県大会を契機と

して「美濃いび茶」の更なる品質向上の取組みを支援
継続　特産品開発研究　【 245 万円】
　　　◦ 薬草を活用した新たな特産品開発よる地域振興について調査・研究を実

施 
継続　林地残材の搬出促進　【 300 万円】
　　　◦ 間伐材を木質燃料加工場へ搬出した場合、商工会加盟店で利用できる地

域振興券（１ｔあたり６千円相当）を 交付する事業を行う、いび森林資
源活用センターへ助成

拡充　有害鳥獣の捕獲・被害防止　【 5,729 万円】
　　　◦有害鳥獣防護柵・電気柵などの設置に対する助成を行うほか、ニホンジカの個体数調整等を実施

（３）人々が集う賑わいの創出と観光交流人口の拡大
拡充　「第３９回全国育樹祭」おもてなしの心でお出迎え　【1,346 万円】
　　　◦ １０月１１日に開催される全国育樹祭に向けて、おもてなしの心で来場者

を町民あげてのお迎え
拡充　谷汲緑地公園のリニューアル　【1,284 万円】
　　　◦ 町内外から訪れる家族連れの憩いの場として、谷汲緑地公園のリニュー

アル計画を策定
新規　揖斐高原の新たな資源掘り起こしを検討　【324 万円】
　　　◦揖斐高原の有効活用検討調査を実施
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新規　徳山の自然を体験できるツアーの開催　【556 万円】
　　　◦ とく丸号を活用した徳山の自然を体験（徳山ブナ林の観

察など）できるツアーを開催
継続　観光資源のブラッシュアップと広域連携による誘客
 　【945 万円】 
　　　◦ 徳山ダム周遊水陸両用バス運行など町内観光資源のブ

ラッシュアップと広域連携による誘客活動を促進

プラス１）．豊かな心を生み出す 教育文化の薫るまちづくり

（１）教育の振興と充実
継続　学習環境の充実　【1 億 3,340 万円】
　　　◦清水小学校プール改修、揖斐小学校体育館屋根改修、揖斐川中学校、北和中学校、谷汲中学校修繕　ほか
　　　◦スクール相談員の設置、少人数学級指導助手の設置、特別支援学級支援員の設置
新規　緑と水の子ども会議・みどりの少年団活動を通した自然環境教育の醸成を実施　【249 万円】
　　　◦ 全国育樹祭を契機として、子どもたちに森と水の恵みの大切さを学ばせ

る自然環境学習活動を推進
　　　◦ 全国育樹祭と同時開催される「緑の少年団全国大会」を契機として、町

内の小中学校児童生徒の自然環境活動を支援
継続　小中学生の海外・県外交流派遣による豊かな人間性づくり【1,047 万円】
　　　◦ 中学生はアメリカ・セントジョージ市と、小学生は北海道芽室町、高知

県宿毛市との相互交流を実施することにより、豊かな人間性を育む

（２）地域文化の醸成と住民主役の地域づくり
新規　無形文化財の保存伝承 【300 万円】
　　　◦ 町内に有する「伝統踊り」のルーツを探り、将来への保存伝承につなげ

るための基礎調査を実施
継続　地域の文化活動の促進　【1,018 万円】　 
　　　◦ 町民が参加する芸術、文化等の活動団体へ助成をし、地域文化の醸成・

継承を促進
継続　（仮称）地域交流センターの建設　【13 億 865 万円】
　　　◦ 中心市街地のにぎわい創出と地域文化の保存継承、町民の交流拠点施設

として整備
 

（３）スポーツの振興
継続　スポーツ振興によるまちのにぎわい創出　【2,758 万円】
　　　◦ 全国から集う１万人超のマラソンランナー・応援者を町

民一丸でおもてなし
　　　◦ ぎふ清流国体・ぎふ清流大会の成果を活かし、カヌー（ワ

イルドウォーター、スラローム）ジャパンカップを開催
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プラス２）．福祉・医療・環境が充実した安心で暮らせるまちづくり

（１）福祉・医療の充実
新規　谷汲デイ・サービスセンターの移転新築　【4 億 2,237 万円】
　　　◦施設の老朽化と町内利用拡大を目的に谷汲デイ・サービスセンターを移転新築
継続　障がい者福祉サービスの支援充実　【3 億 3,639 万円】
　　　◦障がいをお持ちの方が日常生活を、安心して暮らせるよう事業所と連携し福祉サービスを提供 
継続　高齢者地域包括ケアシステムの支援充実　【4,071 万円】
　　　◦ 医師や民生児童委員、警察署にも参加いただく毎月の地域ケア会議での議論をもとに、高齢者のニーズに応

じて「介護」「予防」「医療」「見守り等の生活支援」「住まい」といった各種サービスを適切に組み合わせて
提供

　　　◦ 誰でも参加することのできる住民主体の介護予防活動を地域に展開し、住民同士の支えあい体制の構築を支援
継続　町民の各種検診・予防接種の推進　【7,834 万円】
　　　◦ 乳幼児等定期予防接種（ＢＣＧ、４種混合、麻しん・風しん、高齢者インフルエンザ、子宮頸がん、ビフワクチン、

小児肺炎球菌、日本脳炎など）の実施
　　　◦任意予防接種（水ぼうそう、おたふく風邪、高齢者肺炎球菌、大人の風しん）への助成
　　　◦ 各種検診（結核健診、ヤング［１９～３９歳］健診、胃・大腸・前立腺がん検診、肺がん検診、子宮・乳房

がん検診、肝炎ウイルス検診など）への助成
継続　地域医療施設の医療機器の充実　【3,718 万円】
　　　◦地域医療の連携強化のために、谷汲中央診療所の運営を地域医療振興協会に指定管理
　　　◦春日診療所に超音波画像診断装置を導入
　　　◦久瀬診療所に目の診断に活用する細

さい

隙
げき

灯
とう

顕微鏡を導入

（２）人にやさしい地域づくり
新規　地域の生活交通の確保　【2 億 4,670 万円】
　　　◦ 沿線市町と協調した養老鉄道及び樽見鉄道への支援と揖斐川町コミュニ

ティバスの運行により、公共交通ネットワークを確保
　　　◦養老鉄道「揖斐駅」北側に駐車場を拡張
　　　◦ 「揖斐川町公共交通を守る会」と連携し、持続可能な生活交通について

再構築を図る

（３）自然環境にやさしい地域づくり
継続　一般家庭への再生可能エネルギーの普及促進　【680 万円】
　　　◦ 住宅用太陽光発電システムの設置について、国の補助とあわせた助成を実施（町補助：1kw あたり 3 万円、

上限 4kw まで）
　　　◦木質ペレットストーブ購入に対する助成を実施（補助率１／２、上限 20 万円）
継続　水源地域ビジョンを踏まえた揖斐川の上下流域交流促進　【2,154 万円】
　　　◦ 「生命の水と森の活用センター」を中心に、下流域の住民に水源地域の

大切さや魅力を知ってもらう、体験型イベント等を開催
拡充　汚水処理の推進　【21 億 3,450 万円】
　　　◦ 揖斐川右岸地区の農業集落排水事業、揖斐地区の公共下水道事業の推進、

集合処理地域以外での合併処理浄化槽の整備促進 
継続　ごみの減量化対策　【253 万円】
　　　◦ 資源ゴミ集団回収へ助成（3 円／ｋｇ）を行うとともに、生ごみ処理機・

コンポスト容器の購入を支援（補助率１／２、上限５万円）
※千の位を四捨五入して掲載しています
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平成 27 年度　　揖 斐 川 町 各 会 計 当 初 予 算� （単位：千円）
会　　計　　名 平成 27 年度（Ａ） 平成 26 年度（Ｂ） 比較（Ａ）－（Ｂ） 増減率（%）

　　揖斐川町一般会計 14,880,000 13,700,000 1,180,000 8.6

特

別

会

計

  1 揖斐川町国民健康保険特別会計 3,123,500 2,649,600 473,900 17.9
  2 揖斐川町後期高齢者医療特別会計 303,800 309,300 △ 5,500 △ 1.8
  3 揖斐川町国民健康保険直診勘定特別会計 113,200 114,700 △ 1,500 △ 1.3
  4 揖斐川町谷汲中央診療所特別会計 － 70,800 △ 70,800 皆減
  5 揖斐川町大和簡易水道特別会計 73,700 58,200 15,500 26.6
  6 揖斐川町脛永簡易水道特別会計 16,700 16,600 100 0.6
  7 揖斐川町市場簡易水道特別会計 15,500 179,500 △ 164,000 △ 91.4
  8 揖斐川町谷汲簡易水道特別会計 77,400 92,800 △ 15,400 △ 16.6
  9 揖斐川町北部簡易水道特別会計 165,900 172,500 △ 6,600 △ 3.8

 10 揖斐川町農業集落排水事業特別会計 1,381,500 1,493,700 △ 112,200 △ 7.5
 11 揖斐川町公共下水道事業特別会計 597,400 518,600 78,800 15.2
 12 揖斐川町個別排水事業特別会計 155,600 196,400 △ 40,800 △ 20.8
 13 揖斐川町町営住宅事業特別会計 69,400 89,100 △ 19,700 △ 22.1
 14 揖斐川町杉原地域土地取得等特別会計 2,800 2,800 0 0.0
 15 揖斐川町徳山ダム上流域公有地化特別会計 520,500 508,400 12,100 2.4
 16 揖斐川町地域情報特別会計 258,700 227,400 31,300 13.8
 17 揖斐川町北方財産区特別会計 20,000 15,200 4,800 31.6
 18 揖斐川町大和財産区特別会計 7,000 8,100 △ 1,100 △ 13.6
 19 揖斐川町谷汲財産区特別会計 5,300 9,900 △ 4,600 △ 46.5
 20 揖斐川町長瀬財産区特別会計 1,000 12,100 △ 11,100 △ 91.7
 21 揖斐川町横蔵財産区特別会計 1,200 1,200 0 0.0

特別会計　合計 6,910,100 6,746,900 163,200 2.4
総　　合　　計 21,790,100 20,446,900 1,343,200 6.6

【歳入】 （単位：千円）
区　　　分 平成27年度当初

  1 町税 3,760,835 
  2 地方譲与税 153,500 
  3 利子割交付金 6,900 
  4 配当割交付金 6,900 
  5 株式等譲渡所得割交付金 1,200 
  6 地方消費税交付金 261,000 
  7 ゴルフ場利用税交付金 29,000 
  8 自動車取得税交付金 34,000 
  9 地方特例交付金 6,400 

 10 地方交付税 4,900,000 
 11 交通安全対策特別交付金 2,300 
 12 分担金及び負担金 123,101 
 13 使用料及び手数料 99,883 
 14 国庫支出金 1,063,001 
 15 県支出金 752,642 
 16 財産収入 30,246 
 17 寄付金 7,000 
 18 繰入金 1,078,020 
 19 繰越金 300,000 
 20 諸収入 287,072 
 21 町債 1,977,000 

合　　　　　計 14,880,000 

【目的別歳出】 （単位：千円）
区　　　分 平成27年度当初

  1 議会費 122,050 
  2 総務費 2,023,208 
  3 民生費 3,468,088 
  4 衛生費 1,481,448 
  5 農林水産業費 1,453,597 
  6 商工費 403,107 
  7 土木費 922,270 
  8 消防費 661,196 
  9 教育費 2,543,883 

 10 災害復旧費 50 
 11 公債費 1,769,443 
 12 諸支出金 11,660 
 13 予備費 20,000 

合　　　　　計 14,880,000 

平成27年度　揖斐川町一般会計当初予算

歳入構成【予算総額 １48 億 8000 万円】

目的別歳出構成 【予算総額 １48 億 8000 万円】

総務費 13.6%

町税 25.3％

地方譲与税等 3.4%

地方交付税 32.9%分担金及び負担金 0.8%
使用料及び手数料 0.7%

国庫支出金 7.1%

県支出金 5.1%
財産収入 0.2%
寄付金 0.1%

繰入金 7.2%

繰越金 2.0%
諸収入 1.9%

議会費 0.8%

商工費 2.7%
土木費 6.2%

消防費 4.4%

教育費 17.1%

公債費 11.9%

予備費 0.1%

災害復旧費 0.0%

諸支出金 0.1%

民生費 23.3%

衛生費 10.0%
農林水産業費 9.8%

町債 13.3%


